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■ 東の平田家の改修工事始まる 

 八木の数ある魅力の中で、ここならと

言える場所が「札の辻」です。 

 今から１４００年も前からの存在が確

認されている「横大路」と「下ツ道」が生

活の重要な要素として、また生活道路

として今も八木の町のメイン舞台として

存在しています。 

 改修工事の始まった東の平田家（橿

原市指定文化財）は江戸時代の旅籠

で「西国三十三所名所図絵」（嘉永６

年（１８５３））の「八木札街」に描かれて

いて今もその面影をよく残している建

物で「札の辻」の景観や町並みにとっ

て重要な歴史資産です。工事が始

まったばかりで、これからいろんな事が

判明し、保存されることで地域の活性

化に大いに貢献することになると思わ

れます。 

 こうして全国的にも珍しい旅籠の歴

史遺産として保存･活用が決まったの

ですから、地元である八木の住民に、

その歴史的な価値や、保存への取り

組みの道筋、建物の活用方法、工事

の詳細などの説明がされることを期待

します。 

■ 6/11 NPO八木ネット総会 

 平成23年度NPO総会が14人の出席

で開催され、事業報告や計画が協議

され、また理事長と理事の改選を議決

しました。 

■ 畝傍高校、登録有形文化財へ 

 昭和８年に八木地区の強い要望で

誘致され、おなじみの校舎本館が建

設されました。 

 関東大震災後の建物で、耐震を考

えた鉄筋コンクリート造で、東洋趣味を

加味した仏塔風日本建築といわれて

います。設計に携わった岩崎平太郎

は吉野の下市町出身で近鉄吉野駅設

計などで奈良県にゆかりの深い建築

家です。 

 現在、国の登録有形文化財の手続

きが進行中です。奈良県所有の学校

建築では初めての登録文化財になる

見込みです。 

■ 4/1大和・町家バンク活動スタート 

 奈良県に残る多くの伝統的な建物

で、価値ある町家などの空き家情報を

発信する活動とホームページがスター

トしました。今井や宇陀松山、五條な

どの重要伝統的建造物群保存地区を

中心に八木や大和高田、三輪などが

連携して地域の活性化につながるよう

にと取り組んでいます。家を探している

方、家を貸

したい方は

ご利用下さ

い。（大和・

町家バンク

ネ ッ ト ワ ー

ク の 事 務

局 は N P O

法 人 今 井

まちなみ再

生 ネ ッ ト

ワーク ） 
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今回はおなじみの「畝傍駅」を取り

上げます。 

在はJR西日本の駅で

すが、最初は大阪鉄

道という私鉄が、明治

20年、大阪湊町から

畝傍御陵への参拝を目的に計画を始

め、御陵近くの今井に駅を作る計画が

進められていました。当時の鉄道は神

社仏閣参りなどの観光のために敷設さ

れることが一般的でした。畝傍御陵の

参拝用の駅ですから「畝傍駅」だった

わけです。しかし、当時の今井の人た

ちは、今では考えられない理由で反対

し、駅の計画は八木に移されることに

なり、名前がそのまま残ったということ

です。八木にあって畝傍駅と呼ぶのは

このようなわけがあったのです。 

駅が開業した明治26年当時の畝傍

駅界隈は八木の町はずれでしたが、

駅ができることで、まちの中心が、南北

の下ツ道から駅前の東西の道になりま

した。その後、この駅の近くに役場、銀

行、郵便局、旧制畝傍中学校が設け

られるのも無関係ではありません。この

鉄道が下ツ道を横切るところには、踏

切の他に、今の言葉で云えば「跨線

橋」が設けられていましたが、この跨線

橋は近年撤去されました。 

畝傍駅は畝傍御陵に参拝される皇

族の乗降駅として活用され、貴賓室が

設けられた数少ない駅でもありました。

明治26年築の駅舎は昭和天皇御大典

記念として昭和３年に建替えられまし

た。残っている写真によると、この駅も

白ペンキ塗の洋館だったようです。 

その後昭和15年の紀元2600年に、

橿原神宮を中心として国家プロジェク

トが行われることとなり、駅舎の建替え

が行われました。現在ある三代目の駅

舎です。この駅舎は橿原神宮造営で

使われた台桧
た い ひ

（台湾産桧材）をこの駅

でも採用し、駅舎が白木造といういか

にも神道を思わせる建築に仕上げたと

ころが特徴です。当時は大量の乗降

客をさばけるよう、団体待合室を設置

していたのですが、この部分は取り壊

されました。現存する貴賓室は、照明

器具・家具が取り払われて、過去の面

影はありませんが、ここに設置されてい

たシャンデリアが、JR西日本に保管さ

れていることが分かりました。 

また、現存する東行きプラットフォー

ムは昭和3年の標識があり、築83年と

いう古い建築です。反対の西行きプ

ラットフォームは記載がありませんが、

装飾などから推定すると東行きより古

いようです。 

これ以外にもプラットフォームがあ

り、それが吉野鉄道でした。この鉄道

は駅から東に大きくカーブして橿原神

宮駅を経て吉野に至る鉄道でした。こ

の鉄道は現在ありませんが、線路を敷

設してあった場所の痕跡は町の中に

残っています。また、この鉄道敷設に

必要な土砂は近くを掘削し、そこを池

にしたと云われています。 

JR畝傍駅のもうひとつの顔 
貴重な鉄道史が八木の身近な駅にあります 
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旧貴賓室 畝傍駅平面図 ↓北 

建物財産標 昭和3年と昭和15年→ 



 

 

の級長がサーベル（刀剣）をさげ颯爽

と指導する姿は今も思い出されるよう

で、そして各学年の級長、副級長には

八木の人が多く、それだけ八木の人は

成績優秀な人が多かったようです。 

■よしてつの池 
現JR畝傍駅の南側に「よしてつの

池」と言われた池があつたことはまだそ

んなに遠い昔の話ではないと思いま

す。 

「よしてつの池」の名前の由来を先

日、八木の西村政一さん（近鉄ＯＢ）、

南八木の崎山圭俊さんに聞かせてい

ただきました。 

まずわかったことは、当時の国鉄畝

傍駅は駅舎としてもうひとつの顔が

あったということです。国鉄畝傍駅に

吉野鉄道吉野線（現近鉄吉野線）が

乗り入れ国鉄畝傍駅が吉野への連絡

駅であった時代がありました。 

現JR畝傍駅は2本のホームがありま

すが、当時は南側にもう１本ホームが

あり（今は線路沿いの道になっていま

す）、そのホームが吉野鉄道（現近鉄

吉野線）の吉野への乗り換えホームで

した。大正７年頃から吉野山地での林

業が大変盛んであつたため、貨物需

要の取り込みを目的に国鉄畝傍駅と

の接続構想が生まれ、大正13年11月1

日に吉野鉄道の小房線（橿原神宮駅

―小房駅―畝傍駅）が開業しました。

そして、その小房線の敷設のために当

時の畝傍駅南側で土を取ったようで、

その跡が池になり「吉鉄の池」と言われ

たのが理由のようです。今は元通りに

なり住宅地になっています。 

その吉鉄・小房線は昭和25年に休

線となりました。 

元 2600 年（昭 和 15

年）、旧制の畝傍中学

（現・畝傍高校）の2年

生であった崎山さんは

この吉鉄（吉野鉄道）の小房線を利用

して橿原神宮の草刈りの奉仕活動や

高市郡の運動会参加などで橿原神宮

駅まで行ったそうです。1時間に1本で

1～2両連結であったようで、当時でも

乗客は少なかったようです。畝傍中学

校で学ばれていた崎山さんは、「昼頃

になると決まったように貨物列車が来

るのが窓から見え、いったん停車し

て、そしてピッピーと吹鳴して畝傍駅に

向かって走り出すともうすぐ弁当の時

間だとの合図になっていたんです」と

懐かしそうに話していただきました。ま

た学校でのこんな思い出もお聞ききし

ました。 

傍中学では各クラスの級

長、副級長は銀色の星

形の襟章、10名ほどの

成績優秀者は小判型の

金色の襟章を付けることになってい

て、席も級長は一番後ろのスミ、副級

長は一番前のスミに決まっていて、中

学5年生の級長にいたっては下級生

にとっては雲の上の存在で、当時の軍

国体制の中での軍事教練では5年生
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八木のいろいろ情報 
★JR畝傍駅駅舎活性化への提言   

 平成16年度にＪＲ畝傍駅活性化懇話

会が橿原市の主催で開かれ、提言書

が提出されましたが、１７年４月のJR福

知山線の脱線事故により活性化に向

けた活動は中断し、そのままとなって

います。（下の写真は貴賓室で使われ

ていた照明器具で、今も大阪市にある

交通科学博物館に残っています。） 

★畝傍駅のひとこま-七夕かざり 

 ７月に入ると畝傍駅の入り口に「七夕

かざり」があらわれました。お母さんと

子供さんらで飾りつけられたようです。 

 畝傍駅駅舎玄関横のエントランスで

は、年間を通じて活発に活動されてい

る八木町の老人会である八寿楽木
や す ら ぎ

会

の会員の方々が、４月より毎朝ラジオ

体操をされています。 

 また世話役さんをはじめ会員の方々

は、毎朝のラジオ体操の前に、駅舎や

駅舎周辺を清掃をしたり、改札口周辺

に花を飾ったりして、地域の貴重な資

産である場所を大切に活用しながら、

乗降客が気持ちよく利用できる駅にな

るよう活動されています。 

★畝傍駅貴賓室前の「橿原神宮」の

碑 

 大正4年にこの碑文は建設されまし

た 。 た だ

正面に大

書 の 「 橿

原 神 宮 」

の 文 字 。

こ れ は 碑

というより

も 道 案 内

のようにも

看 板 の よ

うにも見え

ま す が 、

その意図するところは何だったので

しょうか。道案内であれば、よくあるよう

に矢印を付けるか、西南5丁などとそ

の意図するところを書き込むでしょうが

何もなく、ただ「橿原神宮」と立派な字

で書かれているだけです。 

 もう一回り大きい「橿原神宮」とだけ

書いた碑は、橿原神宮一の鳥居の右

にあります。これは時代が下がり、昭和

15年のいわゆる紀元2600年にあわせ

て建立され、大阪市民の寄贈となって

います。こちらの方は神宮の看板、記

念写真撮影の背景に入れるという実

利的な要素もあります。しかし、この畝

傍駅前にあるこの碑は何だったので

しょうか。この大きさで、文字も書家に

依頼して書かせたとなるとかなりな高

額の出費だったことでしょう。 

 起案者は、当時の町のお歴々である

ことは、名前から判断されます。この名

前の順番が「イロハ順」とあり、「あいう

えお順」が大正4年頃は、まだ世の中

に浸透していなかったことがこのことか

らわかります。 

 大正4年という年はどういう年だった

のでしょうか。大正天皇御大典記念か

もしれません。ここに100年近く建って

いる、この碑文の由来を知る人は教え
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奈良県橿原市北八木町2-1-5 

電話・FAX: ０７４４（３７）０８０４ 

電子メール: info@yagi-net.jp 

HP：http://www.yagi-net.jp/ 

★奈良・町家の芸術祭に参加決定！ 

ＨＡＮＡＲＡＲＴ は な ら ぁ と 

 奈良県の強みである歴史的な町家

や町並みを活かし、現代アートや花を

通して地域の活性化を目指すイベント

「奈良・町家の芸術祭HANARART」が

地域のまちづくり団体と協働して開催

されることになり、八木からも応募したと

ころ、１０月８日～１６日「八木札の辻周

辺の三カ所」で開催されることになりま

した。（企画：奈良県地域デザイン推進

課） 

 「ハレ（祭）の空間＝華やかな空間」

を創出することにより、地域の活性化に

つ な げ る と い う 想 い を 込 め 、 華

（HANA）と奈良（NARA）と芸術（ART）

により「HANARART」と名付けて県下７

地域で１０月８日から１０月３０日までの

間、リレー形式で開催されます。 

 今秋は歴史と芸術・文化を楽しむ「八

木」をお楽しみに。（写真：福島家） 

１０/８～１６ 今井、八木、五條新町   

１０/１５～２３ 三輪、宇陀松山 

１０/２２～３０ ならまち、郡山城下町 
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